
第１７節 設置単位・用途変更 

 

問１ 床面積の算定方法は建築基準法に基づくのか。 

 

答１ 屋上部分、駅舎、機械式駐車場及び機械式駐輪場を除きそのとおり。また、機械 

式駐車場及び機械式駐輪場の床面積は床そのものの面積（水平投影面積）とする。 

 

問２ メッシュ状の床が２層ある駐車場（工作物に該当）層を階として規制してよいか。 

 

答２ 支障なし。（１階、２階及び屋上として設備規制する。） 

 

問３ 機械式駐車場の床面積の取扱いについて。 

 

答３ 確認申請時の機械式駐車場部分の床面積は、15 ㎡×台数分の面積で算定されて

いるため、同意時には 15 ㎡×台数分の面積を除き当該機械式駐車場部分の水平投

影面積を当該面積とすること。 

   なお、機械式駐輪場の 1.2㎡×台数分も同様とする。 

 

問４ 「消防用設備等の設置単位について」（昭和 50 年３月５日消防安第 26 号通知）

第２、１、（３）、ウ、（イ）、C、a の運用について下図のとおりでよいか。また、

自然開口部は基準に適合していれば２か所以上設けてもよいか。 

 

 

答４ 支障なし 
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問５ 渡り廊下の相互距離を下図のＡ部分として運用してよいか。 
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答５ 図１、図２は支障なし。 

   図３は建築物の外壁の構造及び開口部の設置状況等により、個別判断とする。 
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答６ 自動車の修理又は整備の用に供される部分の床面積の床面積は、道路運送車両法

（昭和 26 年法律第 185 号）に規定する道路運送車両（原動機付自転車及び軽車両

を除く。）の整備又は修理を行なう作業室（車検場、検査場等を除く。）及びこれに

接続する油庫、部品庫、工具室並びに整備又は修理のための機械が設けられている

室及び車路（車両進入用の傾斜路、カーリフト等を除く。）の床面積の合計とする。 

ただし、次により防火上有効に区画された場合、修理又は整備の用に供される部 

分から除くことができる。 

（１） 準耐火構造の床又は壁で区画され、床、壁及び天井の室内に面する部分の仕上 

げを不燃材料で仕上げること。 

（２） 屋内に面する窓及び出入口の戸は、常時閉鎖式の防火戸とすること。 

（３） 屋内に面する換気口（ガラリ等）は、防火設備（火災により煙が発生した場合 

又は火災により温度が急激に上昇した場合に自動的に閉鎖するものに限る。）が 

設けられていること。 

（４） 給水管、配電管その他の管が、不燃区画の壁又は床を貫通する場合においては 

当該管と不燃区画とのすき間をモルタルその他の不燃材料で埋めること。 

（５） 換気、暖房又は冷房の設備の風道が、不燃区画の壁又は床を貫通する場合は、 

当該貫通する部分又はこれに近接する部分に、防火ダンパーを設けること。 

 

   

 

 

 

問６ 自動車の修理又は整備の用に供される部分の床面積の算定について。 

 


